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国民年金保険料の取り扱いの改正 

 

■平成26年4月から、国民年金の保険料の取り扱い

が3つ改正になっていますので、お知らせします。 

 

１．免除申請のさかのぼり 

■国民年金保険料は、前年の所得や生活保護、障害、

寡婦、学生、若年者といった状況での前年所得によ

り、申請することで、免除される制度があります。 

（申請免除といいます。） 

 

■免除の種類は、以下の通りです。 

①全額免除 

②4分の3免除 

③半額免除 

④4分の1免除 

⑤学生納付特例 

⑥若年者納付特例 

 

■免除申請は、さかのぼってできますが、今までは申

請時点の直前の7月（学生納付特例は4月）までで

した。 

         ↓ 

 4月からは、過去2年間（２年1ヵ月前）までさか

のぼることができることになりました。 

 

■例えば、申請が平成26年5月の場合、 

 

  ・今まで・・・平成25年7月までさかのぼり 

    ↓ 

  ・4月から・・・平成24年4月までさかのぼり 

 

■ただし、所得等の要件は各年満たしていないといけ

ません。 

 

２．法定免除期間の納付 

■保険料の免除は、申請のほかに、法定の免除もあり

ます。法定免除は、障害基礎年金の受給権者、生活

扶助等を受ける等の要件で受けることができます。 

 

■今まで法定免除の方は、基本的に保険料を納付する

ことができず、保険料を納める場合は追納しかでき

ませんでした。 

追納は、法定免除月の年度の翌々年度までなら良い

んですが、それ以降だと加算がつきます。 

 

■それが、平成26年4月以降に、申出をすればその

月分から保険料を納めることができるようになりま

した。 

 

■納めなくていいと法で決まっているのに、なぜ納め

るのでしょうか。 

 

■法定免除は、法で決められた保険料の免除期間では

ありますが、この期間分の老齢基礎年金は、本来の

老齢基礎年金の2分の1の額となります。 

 

■障害基礎年金は、障害等級第1級か2級に該当した

場合にもらえる年金ですが、その額は、 

  1級の障害基礎年金 ＝ 老齢基礎年金×1.25 

  2級の障害基礎年金 ＝ 老齢基礎年金 

 となっています。 

 

■もし、例えば、障害等級第2級の状態で障害基礎年

金をもらっている方が、状態が良くなり3級になっ

たとします。 

 すると、障害基礎年金の支給はストップとなります

が、65 歳になったときに老齢基礎年金がもらえる

ようになります。 

 

■ですが、法定免除の月分は本来の老齢基礎年金の半

分しかもらえないということになってしまいます。 

 

■ではそうならないために最初から保険料を納めれば

いいではないかというと、もし、障害等級が2級の

ままだったら、もらえる年金は老齢基礎年金と同じ

で、払う保険料は法定免除なので払わなくていいの

に、払ってしまうということになります。 

 

■今回の改正は、一概に法定免除の方が得をするとか

損をするということではなく、その方の障害の状態、

将来の見込み、経済状況等を総合的に判断したうえ

での、選択肢が増えた、と考えると良いのではない

かと思います。 

 

３．付加保険料の2年間納付 

■国民年金の第1号被保険者（自営業者や厚生年金に

入っていない方など）は、老齢基礎年金の上乗せと
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して、付加保険料（月 400 円）を納付して、付加

年金（200 円×掛けた月数（年額））をもらうこと

ができます。 

 

■今までの制度だと、付加保険料を、申出をした月分

を翌月末日までに納付することで付加保険を掛けた

ことになりました。 

 

■例えば、4月に申し出をして4月分の保険料を5月

末日までに納付すれば、4 月は付加保険を掛けたこ

とになります。 

6 月に入って納付すれば、4 月は掛けたことになら

ず、5月から掛けたことになっていました。 

 

■これが、平成26年4月からは、2年間分納付でき

るようになりました。 

 

■つまり、平成26年4月に申し出をした場合、この

月の保険料を平成28年5月末日までに納付すれば、

付加保険を掛けたことになります。 

 

■何らかの事情で納付ができない時期があっても、申

出さえしてあれば、その後、納付できるようになっ

たときに納付ができるようになったということです。 

 

■ただし、付加保険料は、国民年金保険料を納付して

いないと納付することができません。 

 また、国民年金基金に入っている方は付加保険を掛

けることはできません。 

 ご注意ください。 

 

■なお、もう現に付加保険料を納付している方は、手

続きは不要です。 

 

 

 

 

1．健康保険・介護保険料率について 

 平成26年3月から、介護保険料率が変更になってい

ます。 

（健康保険    ４．９２５ ％） 

＋（介護保険   ０．８６  ％）  

健康保険   ５．７８５ ％ 

厚生年金   ８．５６  ％ 

 

雇用保険   ０．５ ％（建設０．６％） 

 実際に社会保険料を変更するのは、（普通は）4月支

払いの給料から引く分からとなっていますが、変更し

ていただいてありますでしょうか。 

 社会保険事務を当事務所に委託されている方につい

ては、保険料一覧表をお送りしてあります。 

 ご確認いただき、不明な点、ご相談等ありましたら、

お問い合わせください。 

 

 

2．労働保険年度更新にかかる賃金集計について 

 例年通り、平成 25 年度確定・平成 26 年度概算の労

働保険料の計算のための賃金集計を進めているところ

です。 

 不明点がありましたら、電話等で伺います。また、

今年度は賃金額を、よりしっかりと確認するという意

味で「賃金等報告」という書類に押印いただくように

しております。 

 趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよう、

よろしくお願い致します。 

 

 

（あとがき） 

 長男が独り暮らしを始め、それから間もなく一番下の子は、

蓼科保養学園に入園しました。 

 つい先々月まで子どもが３人ワイワイしていたのが、今は

たったの一人です。（６月までですが） 

 個人的な事情で時間が多くは取れないですが、一緒に居ら

れる時期は意外と短いように思います。 

 子どもとはなるべくコミュニケーションをとっていかない

といけないなと思います。 

でないと、あっという間に子どもは巣立ち、夫婦だけに。。。 

そうなったら、一体全体どうしたらいいんでしょう。。。 

（キムラ） 
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宮坂社会保険労務士事務所 

労働保険事務組合 諏訪労務管理センター 
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このほっとレターは、当事務所・センターとご縁

のあった方にお送りしています。 

なお、記載の情報等は、当事務所ホームページにも 

ありますので是非ご覧ください。 

http://misawakaikei.jp/sharoushi/index.html 

 

変更 

http://misawakaikei.jp/sharoushi/index.html
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